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No.92　カワラヒワ（留鳥）
　全長15㎝、アトリ科の留鳥で、市街地の公園、農耕地、平地
から山地の雑木林などで、１年中普通に見られます。鳴き声は
「キリキリコロロロ」とかわいい声でさえずり、飛ぶと翼に黄
色い斑点が目立ちます。冬季には禎瑞や今在家、広江地区の広
い農耕地で数千羽の大群が飛び交っているところが見られます。

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）

■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

■災害情報
　0897ー55ー5551（発生時）

平成25年２月末日現在
住民基本台帳登録数 (   )内は前月比

人　口　114,422 人   (－133人）
　男　　  54,989 人 （－72人）
　女　　  59,433 人 （－61人）
世　帯　  49,399世帯(－56世帯）

外務省
在広州日本国
総領事館
副領事

川口佐智
（西条市より派遣）

　私が西条市から外務省への派遣となり、中国の在広州日本国総
領事館へ赴任して、間もなく１年が経とうとしています。
　毎日が新しい発見の連続ですが、私が見て感じた、中国・広州
の現地の情報をこれから皆さんにお届けできたらと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　広州の結婚式は、朝から始まります。新婦は「伴娘・姐妹」と
　　　　　　　　　　　　　　　　呼ばれる友人たちと一緒に美しく花嫁姿の装いを準備し、新郎は
　　　　　　　　　　　　　　　　「伴郎・兄弟」と一緒に、新婦を迎えに行く車を花やリボンで飾
　　　　　　　　　　　　　　　　り付けます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　新婦の家に到着した新郎は、姐妹たちからさまざまな課題を出
　　　　　　　　　　　　　　　　され、新婦に対する愛の大きさを試されたあと、ようやく新婦の
もとに辿り着き、二人はそれぞれの両親と親族たちにこれまでの感謝を込めて「敬茶」をささげます。
　その後始まる披露宴の招待客は普段着です。トレーナーにジーンズの人もいます。花嫁よりも綺麗
ではいけないのです。ここでも新郎は敬酒を、新婦は敬茶をお客さまに振る舞い、皆で食事や会話を
楽しみ、そして食事がだいたい終わると自由解散です。神前に誓うのではなく、親族や友人たちとの
繋がりを祝う儀式のようです。
　日本と中国、形式の違いはありますが、若い夫婦の将来を祝福し、新しい家族ができたことを喜ぶ
気持ちは同じですね。
　※敬茶 … お茶の儀式：感謝の気持ちをこめて各両親、家族にお茶をささげること

広報さいじょう　2013　４月号39


